
11月11日（土）
集合場所：聖心女子大学４号館

場 所 広尾周辺
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参加費

大人：３,５００円
大学生：２,５００円
中高生：５００円
小学生以下：無料

聖心女子学院の
在学生/教職員：無料

11月20日は、世界の子どもたちの人権を守るための

「子どもの権利条約」が国連で採択された日です。

しかし、その後も世界でも日本でも多くの子どもたちが

大切にされず苦しい思いをしています。

その現状を変えたい。子どもの権利について改めて考えてほしい。

そんな思いでヒューマンライツ・ナウは、この日を記念して、

チャリティーウォークイベントを開催しています。

皆さんが参加した企画の成功を通じて、

「子どもたちを大切にしよう！」というメッセージを社会に伝え、

自分たちも考えてみる1日に

してみませんか？

世界子どもの日

20232023
参加方法

スポーツエントリー、
または公式サイトより
お申し込みください。
https://www.sportsentry.ne.jp/

event/t/92898

イーゴルさんイーゴルさん
ウクライナ日本友好協会NPOクラヤヌィ 
副理事長
ウクライナ日本友好協会NPOクラヤヌィ 
副理事長

大槻美咲さん大槻美咲さん
ミャンマーの平和を創る会  共同代表ミャンマーの平和を創る会  共同代表

ゲスト

詳しくは
こちらまで https://hrn.or.jp/walk_2023/ ［共催］認定NPO法人 ヒューマンライツ・ナウ

　　    聖心女子大学グローバル共生研究所



大会公式サイトで詳しい情報をご覧ください。

※団体参加につきましては、事務局に直接ご連絡ください。

サイト内よりスポーツエントリーの参加申込みページへ移動します。

①参加者は万全な健康管理と、ご自身での交通安全のご配慮のもとに参加して下さ
い。万が一事故が発生した場合、主催者は、応急処置以外の責任は負えませんの
でご了承下さい。

②小学生以下のお子様には、必ず保護者同伴で、お子様の交通安全等に配慮いた
だくようお願いいたします。

③申し込み後の種目変更、キャンセルはできません。

④当日のご欠席、過剰・重複入金の場合の返金は致しかねます。

⑤自然災害等、当会の責に帰さない理由による中止の場合、参加賞の郵送をもって
代えさせて頂き、参加費の返金はいたしません。

⑥大会出場中の映像、写真、記事、記録などのテレビ、新聞、雑誌、インターネットな
どへの掲載権は主催者に属します。

⑦お申し込みいただいた方の個人情報は、「スポーツエントリー」「ヒューマンライ
ツ・ナウ」が取得いたします。このお申し込みで取得する個人情報は、本イベント運
営ならびに今後の催事ご案内等の為に利用します。

申込み規約お申し込み方法

注意事項
①雨天決行致します。
②ゴミは必ずお持ち帰りください。
③係員の指示に従わない場合、大会参加を中止していただくことがあります。
④歩行中の事故などには各自充分に注意を払ってください。

問い合わせ：認定NPO法人ヒューマンライツ・ナウ（HRN）
E-mail：child.campaign@hrn.or.jp　Website：http://hrn.or.jp

詳細はWebへ
hrn.or.jp/walk_2023/

11月20日は、国際連合（国連）が定めた『世界子どもの日（Universal Children's 
Day）』です。「子どもの権利条約」が採択された日としても広く知られ、世界で
祝われている日です。
ヒューマンライツ・ナウでは『世界子どもの日』を記念
して、子どもたちのために「より安全で平和な世界を築
きたい」という想いを形にするイベントとして、チャリ
ティ ウォークを開催しています。
 あなたの一歩が、地球上のすべての子どもたちの平和
な明日へとつづいていくことを願って。
日本から世界へ、子どもたちの笑顔の輪を一緒に広げ
ましょう。

1

スポーツエントリーより参加申込みと
参加費（＋手数料）の支払いを行います。
※お支払い方法は、クレジットカード・コンビニ払い・
　ネットバンク・ペイジーよりお選びいただけます。

2

登録したメールアドレスに
スポーツエントリーより申込完了メールが届きます。

11月8日頃に「参加証」をメールにてお送りいたします。

3

4

当日ボランティア募集
スポンサー募集

世界子どもの日 （Universal Children's Day） ヒューマンライツ・ナウ （Human Rights Now）

インドの劣悪な労働条件の炭坑で
働く子どもたち（2010年）

ヒューマンライツ・ナウは2006年に弁護士・学者・ジャーナリストなどが
中心となり発足した国際人権NGOです。世界には今も紛争・貧困・人身売買
などの人権侵害が多く起こっており、そのような被害を受ける人たちの
多くは立場の弱い女性や子どもたちです。私たちは今までにインドの炭鉱
における児童労働問題を解決するなど、人権活動で多くの成果をあげて
います。今大会の収益は、このような
「子どもの権利」を中心とする人権保
護、啓蒙活動に充てられます。世界の
深刻な人権侵害により苦しんでいる
人々の状況を改善するための活動を
私たちは続けていきます。  

https://www.sportsentry.ne.jp/event/t/92898
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過去のチャリティウォーク&ランにて

https://hrn.or.jp/walk_2023/

Ievtushuk Igor
西ウクライナのリュボムリで生まれる。
キーウ国立言語大学日本語学科在学中の2013～
2014年、ウクライナの大規模のデモであるユーロ・マ
イダン（別名：尊厳の革命）に参加。革命が成功した後、

ロシア軍が侵入したクリミア半島に日本メディアの通訳として赴く。不法な住民投票につ
いての取材後に東部のドンバス地方で取材のサポートを行ったが、ドネツク空港の戦い
が始まったためドネツクから離れ、キーウで勉強を続けながら通訳の仕事も行った。
大学卒業後、MEXT奨学金を得て筑波大学大学院に研究生プログラムで入学。国際関
係論を学び、国際日本専攻を卒業後、日本企業でシステムエンジニアとして勤務してい
る。
母国のウクライナをサポートするためウクライナ日本友好協会NPOクラヤヌィの活
動に参加、現在は副理事長として活動している。

イーゴルさんイーゴルさん
ウクライナ日本友好協会NPOクラヤヌィ 副理事長ウクライナ日本友好協会NPOクラヤヌィ 副理事長

・2003年-留学のため来日
・2007年-京都産業大学経営経営
学部経営学科を卒業

・2007年-流通企業勤務（東南アジア各国でのCSR活動に従事）
・2016年-通信企業勤務
・2022年-ミャンマーへの人道支援のために、「ミャンマーの平和
を創る会」を設立、共同代表を務める。
・クーデター後、日本人とミャンマー人の仲間とともにクラウドファ
ンディングを実施。避難民、公務員、医療従事者支援を行った。

人道支援、教育支援、啓発活動に力を入れる。
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